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中活動会議（目標を持つ）、受注作業（お金の仕組み
を知る）、職場体験（将来の選択肢を増やす）、ベラ
ンダ菜園（興味を広げる）、掃除（物を大切にする）と
いった取り組みがなされています。また、施設内には
箱庭療法を行う部屋があり、利用者の悩みを聞くな
ど心理的サポートがされていました。
また、今回は訪問できませんでしたが、災害復興

が縁で開設した宮崎県にあるペンション「サニーサ
イド宮崎」は法人で運営管理しています。温泉付き
のペンションは利用者の九州旅行の宿泊先としても
利用しているそうです。

法人の理念を具現化する

魅力ある福祉の職場を模索し続けている陽気会
のノウハウの一部を聞くことができました。法人理念
である「ウエルビーイング　アンド　エボリューショ
ン」に基づき、「ウエルビーイング」では職員も利用者
も地域も、みんなが幸せになることを目指し、「エボ
リューション」では長い時間をかけて徐々に進化（成
長）していくことを目指しています。
福祉とは、その人らしく自己実現を図りながら、幸

せに生きていく営みであり、その集合体として、みん
なが幸せに生きていくことができる社会をつくる営
みであるとしています。
支援者に対する支援を土台に据える
支援者に対する支援があってこそ、支援者は良い

支援が利用者に対してできる。「良い支援は、良い人
と良い環境からしか生まれません。良い人を育て、良
い環境を創造していくことが福祉分野、特に障害福
祉の分野では重要な目的です」と大谷施設長は話し

今回訪問した社会福祉法人陽気会（以下、陽気会）
の法人本部がある兵庫県神戸市北区の有野地区は、
緑が豊かなニュータウンです。周辺はマンションや戸
建てが多い落ち着いた住宅街で、静かで暮らしやすい
と評される地域です。もともとは水田と畑が広がる農
村地帯で、開設当時、周囲は原野で牛もいたそうです。

てくださいました。子育て中の職員のために事業所
内保育園を設置し、仕事と育児の両立を支える体制
を整えたのもその考えを具体化したものです。
徹底的に「何事もわかりやすくする」
「支援者の支援」も「利用者の支援」も共通してい
るとの考えから、「とにかく具体的にわかりやすくす
る」ことを徹底し、以下のように整理しています。
①徹底的に、かつ丁寧に分析する……困難とは、い
ろいろなことが絡み合っていて混乱している状態。
その混乱で人は感情的になったり、攻撃的になった
りする。落ち着いて一つ一つを分解して整理して考
えれば、解決の糸口が見つかる。
②根拠を持って考察する……単純化した困難に対し
て、根拠を持って対処する。「何のためにその支援を
行うのか」「どうしてその支援を行うのか」について
考え抜く。
③誰もがわかるように「見える化」する……各施設で
目にした「スケジュールボード」には、誰がどこでい
つ何をするかがわかるように工夫されていました。そ
れは職員だけが利用するのではなく、利用者も使用
しています。職員にも利用者にもわかりやすい工夫
がなされています。
何のためにそれを目指すのかを示し、やり方は一人
ひとりの自主性に任せる
概念的で伝わりにくい理念や構想について松端

理事長は、各施設長に「何のためにそれを目指すの
か」実施段階ではわかりやすく、具体的に示してくれ
ると大谷施設長は教えてくださいました。各施設長
は理事長の言葉を自分の中にインプット（理解）した
後、各職員の理解のためにアウトプット（わかりやす

1975（昭和50）年7月に精神薄弱者更生施設「よろこ
び荘」、1983（昭和58）年4月に精神薄弱者通所授産
施設「みのたに園」、2002（平成14）年４月に共同生
活援助事業所を開設しました。
障害者自立支援法の施行に伴う新事業体系への
移行後は、2012（平成24）年8月に「児童発達支援セ
ンター」「放課後等デイサービス」「相談支援事業所」
を開設し、それまでの入所施設を中心とする支援か
ら地域生活を支えるための多機能な事業を展開す
る法人へと発展してきました。
現在は障害児入所施設1ヵ所、児童発達支援セン
ター1ヵ所、放課後等デイサービス2ヵ所、障害者支援
施設3ヵ所、就労継続支援B型事業所2ヵ所、生活介
護事業所１ヵ所、共同生活援助事業所10ヵ所、相談
支援事業所1ヵ所の運営のほかに、障害者就労促進
センター1ヵ所、研究所１ヵ所を運営しています。
約450人の知的障害や発達障害のある方の幼児期
から高齢期までを約250人の職員で総合的かつ継続
的に支援しています。

陽気会の施設

68年の歴史ある法人で運営する施設や事業所は
多岐にわたっており、訪問時間や紙幅の関係で十分
には紹介できませんが、各施設の概要は以下の通り
です。
みのたに園（生活介護  定員50名）
利用者の年齢の幅が広く、療育的活動としてアー
ト活動や音楽活動、受注作業等を行っています。集
団で活動と個別活動を組み合わせ、一人ひとりに合
う支援環境を工夫しています。活動は利用者が自ら
選べるようにしており、活動の内容や場所はグラ
デーションをイメージして明確に分けないように設定
しているそうです。
よろこび荘（生活介護・施設入所支援  定員各60名）
自閉スペクトラム症の方に対する支援を基本にし
ながら、3フロア制で支援しています。各フロアは利
用者の状態像に合わせた設定にしており、1階は高
齢者を中心に移動しやすい構造になっています。介
護的な支援が中心となる日中活動も「ゆっくり、密に
関わる」ことを意識しています。2階はADLの自立度
が比較的高めの若い人が中心で、日中はデイセンター

に通う方が多く、職住分離を意識しています。3階は
主に強度行動障害のある方が多く利用しており、食
事や睡眠、生活リズム等を整えることを優先した支援
をしています。急性期の支援も受け入れています。
ひだまり園（生活介護・施設入所支援  定員各26名）
高齢の利用者が中心で、8割の方が車いすを利用
しています。建物はバリアフリー化されており、看取
りまでの支援をしています。
ようき寮（生活介護・施設入所支援  定員各40名）
比較的自立度が高い利用者が多く、1階は3名のユ
ニットで個室になっています。2階は発達障害の方が
中心で、別館として8名分の個室があり、地域移行を
目指すための中間的な位置付けの支援をしています。
ハートフルホーム（日中支援型共同生活援助  定員
20名）
1階は比較的重度の利用者が多く利用しており、身
体障害の方も利用しやすい構造になっています。充
実した浴室には機械浴やユニットバス等、利用者の状
況に応じた入浴支援ができるようになっています。2
階は比較的障害が軽く、日中は就労継続支援B型事
業所等に通っている利用者が多く利用しています。
おかば学園（障害児入所施設  定員20名、児童発
達支援センター  定員16名、放課後等デイサービス  
定員20名）
ほっとランド（放課後等デイサービス　定員20名）
入所施設では家庭的な雰囲気のなかで利用者が

「楽しい」「安心できる」「幸せを感じられる」「ここで
暮らしたい」と思える日常を重ねることを大切にして
います。具体的には構造化（空間・時間の整備）、日

く説明）する。そうすることで支援の幹がしっかり伝
わり、実際に利用者支援をする職員は現場で工夫を
するようになるそうです。法人では職員の人間性と能
力を信頼し、自主性を重んじています。
また、法人では「事例検討会」も開催しており、現場

において「個々の利用者にどのような支援を実施して、
その結果どのような成果を得ることができたか」を、
法人内で共有しています。この取り組みも職員のモチ
ベーションアップにつながっているそうです。
このした取り組みの成果なのか、各職員が自分の

実践に「誇り」を持っている様子が施設を見学しな
がら伝わってきました。皆さんとにかく熱く、そして
楽しそうでした。
職員一人ひとりを見極めて育てる
措置制度の頃は、支援者が何でもする「なんでも

屋」で、そういった「広く浅く」の支援内容に疑問を感
じない時代や世代でした。しかし、今や障害児者支
援は相談や就労など事業が細分化され、強度行動
障害のある人への対応等においても、より高い専門
性が求められています。
また、現在は自分の身に着けたい支援がはっきり

（分業化）していて、自ら専門性を高めていこうとす
る時代でもあります。そのために「業務を徹底的に
分析して、自分に合うものを見つける」ことを法人と

しても意識しています。陽気会では職員の得意なこ
とを見極めて、一人ひとりに合った業務を任せていく
ようにしています。ている」とのことでした。

訪問を終えて

陽気会は「地域に根差した拠点施設として」60年
以上取り組んできました。老舗と言われる法人です
が、その歴史や現状に甘えることなく、長い時間をか
けて成長進化してきました。今回訪問させていただ
き、法人の理念の具現化に取り組む陽気会の底力と
すごみを感じることができました。
今回の訪問に際し、松端理事長をはじめ、遠山統
括マネージャー、大谷施設長、多くのスタッフの皆さ
んに貴重な時間を割いていただきました。心より感
謝申し上げます。

寺岡栄一（編集出版企画委員会委員）

兵庫県

社会福祉法人陽気会
法人の概要

陽気会は1958（昭和33）年9月に、精神薄弱児施設
「おかば学園」を当時行き場のなかった障害児を受
け入れるために開設したことから始まります。その後、
学校卒業後の障害者を受け入れるため、1965（昭和
40）年1月に精神薄弱者援護施設「陽気寮」を開設し、

支援の基本は「見てわかりやく」

いつ誰がいるのか一目瞭然の
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措置制度の頃は、支援者が何でもする「なんでも
屋」で、そういった「広く浅く」の支援内容に疑問を感
じない時代や世代でした。しかし、今や障害児者支
援は相談や就労など事業が細分化され、強度行動
障害のある人への対応等においても、より高い専門
性が求められています。
また、現在は自分の身に着けたい支援がはっきり

（分業化）していて、自ら専門性を高めていこうとす
る時代でもあります。そのために「業務を徹底的に
分析して、自分に合うものを見つける」ことを法人と

しても意識しています。陽気会では職員の得意なこ
とを見極めて、一人ひとりに合った業務を任せていく
ようにしています。ている」とのことでした。

訪問を終えて

陽気会は「地域に根差した拠点施設として」60年
以上取り組んできました。老舗と言われる法人です
が、その歴史や現状に甘えることなく、長い時間をか
けて成長進化してきました。今回訪問させていただ
き、法人の理念の具現化に取り組む陽気会の底力と
すごみを感じることができました。
今回の訪問に際し、松端理事長をはじめ、遠山統
括マネージャー、大谷施設長、多くのスタッフの皆さ
んに貴重な時間を割いていただきました。心より感
謝申し上げます。

寺岡栄一（編集出版企画委員会委員）

神戸市

兵庫県 社会福祉法人陽気会

●法人名 社会福祉法人陽気会
●所在地 〒651-1313  神戸市北区有野中町2-5-19
 TEL078-981-7271   FAX078-981-0825
https://youkikai.or.jp/

法人の概要

陽気会は1958（昭和33）年9月に、精神薄弱児施設
「おかば学園」を当時行き場のなかった障害児を受
け入れるために開設したことから始まります。その後、
学校卒業後の障害者を受け入れるため、1965（昭和
40）年1月に精神薄弱者援護施設「陽気寮」を開設し、

物理的構造化で集中しやすい環境を作る

事業所の枠を越えて毎月開催している事例検討会 作業の見通しと目標がわかりやすい環境作り

広 と々明るい環境で家庭的な
支援を目指す（おかば学園）

よろこび荘利用者作品 したいことをのびのびと（よろこび荘）

お菓子作り体験（おかば学園） 季節のイベントも盛りだくさん
（ハロウィン）

過ごしやすい日には外に出て
音楽活動（ひだまり園）

まつのはな

みんなで支援について共有します

7さぽーと 2026.086  2026.08さぽーと


